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１ 研究の概要 

 うつ病患者が世界的に急増しており、いかにうつ病の未病段階（ストレス症状）で早期発見する

かが課題である。とくに、メンタル不調者の数に比して、精神科やカウンセラーの人数が不足して

いることが課題となっている。 

 本研究では、メンタルヘルス診断のDXの観点から、スマートフォンで取得したテキスト、音声、画

像などのマルチモーダル情報から日々のメンタル状況を常にモニタリングし、未病段階でユーザ

にメンタル不調の気付きを与え、ストレス解消行動の喚起を提供するシステムの実現を目指す。メ

ンタル不調の検出はマルチモーダルAIモデルにより実現する。 

 

２ 研究の目的と背景 

 うつ病の未病段階は検出が難しい。これは、質問紙調査などの方法では検出漏れしてしまうこと

や、医師やカウンセラーによって経験の違いによる個人差がでてしまうことが原因の一つである。

うつになる前の段階では、まだ検出できないため、重度のうつ病になってから精神科にかかるの

では手遅れであり、回復するまでに多くの時間がかかってしまう。医師やカウンセラーにかかる前

の段階で手軽に自分でチェックできるようなシステムが望まれている。本研究では、自宅で簡単に、

誰にも知られずに自分のメンタル状態を日々モニタリングできるセルフチェックアプリの実現を目

指し、うつ状態検出モデルの開発を行うことを目的としている。 

 本研究では、まず、うつ傾向を検出するモデルを構築するため、初期段階として、未病段階のメ

ンタル不調者（健常者含む）のオンラインカウンセリングのデータを収集し、専門家の知見によるラ

ベリングを行い学習データセットの構築を行う。その後、各種マルチモーダル特徴量の抽出を行い、

学習アルゴリズムの選定を行った後、うつ状態の検出モデルを学習する。また、うつ状態研修津

モデルの実用性を確認するため、対話ＡＩを搭載したメンタル不調のセルフチェックアプリを構築す

ることで、社会実装に向けた実証実験の準備を行う。 

 

３ 研究内容 https://www-a2.is.tokushima-u.ac.jp/research/4 

本研究では、（１）マルチモーダルうつカウンセリングデータセットの構築、（２）マルチモーダルうつ

状態検出モデルの構築、（３）構築したうつ状態検出モデルをベースとしたメンタル不調スクリーニ

ング用のアプリ開発の3段階で研究を進めた（図１）。以下、詳細について記載する。 

 

（１） マルチモーダルうつカウンセリングデータセットの構築  

https://www-a2.is.tokushima-u.ac.jp/research/5 



データセットの構築は以下の手順により行った。 

 被験者（クライアント）のうつ傾向の有無に関する情報をPHQ-9など複数の精神疾患評価指

標に関するアンケートを事前に行うことで取得する。 

 被験者に対し，オンラインカウンセリング面談をZOOM上で実施する。カウンセラー役（複数

の専門家が担当）は２Dアバターを使用し、ボイスチェンジャーにより全員同じ声質に統一す

る。ZOOM上で面談を実施している間は，カメラがONの状態であり，被験者の発話時の様子

が動画および音声で記録される。 

 取得した動画・音声のデータに対し、発話区間に分割したうえで客観感情ラベルの付与を複

数人の作業者（第三者）によって行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：研究概要 

 

（２）マルチモーダルうつ状態検出モデルの構築 

https://www-a2.is.tokushima-u.ac.jp/research/5  

① 構築したマルチモーダルデータセットに対し、音声、画像、言語の情報をそれぞれ、特徴量

抽出器を用いて特徴量変換する。抽出した特徴量とPHQ-9などのうつ指標との相関分析を行うこ

とでうつ状態と関連していてうつ状態の検出に有効な特徴量の分析を行った。 

 

② 機械学習モデルを複数検討し、最新の技術であるdepMambaに基づき、音声と画像の特徴

量を入力としてうつ状態（うつ/非うつ）の判別を行う2値分類モデルを学習した。評価実験の結果、

既存のデータセットであるDAIC-WOZのみを用いる手法、当事業で収集したうつデータセットのみ

を用いる手法、両方を用いた手法の3種類の手法において、両方のデータセットを用いることで精

度向上を達成できた（図２）。ただし、予定していた80％の精度は達成できなかった（77.8%）。この

原因として収集したデータのクラス不均衡（うつ状態の被験者が2割に満たない）であることが確認

できている。一方で、うつ状態ではなくストレスの有無を検出するモデルを、以前の研究で収集し

たストレスレベルの付与されたデータセットと今回構築したデータセットを組み合わせて、様々な特

徴量の組み合わせを試し、勾配ブースティング木によるアルゴリズムで学習を行ったところ、パラ

メータ調整やオーバーサンプリングを駆使すれば、特徴量の組み合わせによっては80％の精度を

達成できた。このことから、うつ状態の検出は、現在の不均衡データでは精度の確保が難しい一 



方で、未病状態のストレスを検知することは、既存のアルゴリズムでも可能であることが明らかと

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：提案手法によるうつ検出精度比較 

 

（３）メンタル不調スクリーニング用のアプリ開発 

https://www-a2.is.tokushima-u.ac.jp/research/5  

 本研究では、スマートフォンアプリで動作する音声対話AIエージェントにうつ状態検出モデルに

よるストレス解析モデルを組合わせて、ストレス状態をセルフチェックするシステムを構築した。具

体的なシステム構成を図３に示す。フロントエンドの開発フレームワークにはFlutterを利用し、

Amazon Web Servicesを用いたクラウドサーバ上で音声合成やAPIの呼び出しを行う構成としてい

る。また、ストレス解析は、(2)で構築したモデルを軽量化しつつ、よりストレス検出に適したものに

チューニングしたうえで、メンタル不調解析サーバ上でストレス検出器を動作させている。外部API

として呼び出すのは、発話応答文生成に大規模言語モデル(LLM)のGPT-4o、音声合成に

Whisperを用いることでリアルタイムな応答を実現した。なお、クラウドサーバ上での音声合成には

Style-Bert-VITS2を用いることでリアルかつ再現度の高いＡＩ音声を実現した。開発したアプリは、

2025年度中に県内の教職員を対象とした中規模のモニタリング実証実験を行うことで評価する予

定である。 

 



 

図３： メンタル不調セルフチェックアプリのシステム構成 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

 本研究では、実社会において深刻な問題となっている、うつ病予備軍の人々を早期にスクリーニ

ングするためのうつ状態セルフチェックシステムの実現を目指している。既存のメンタルヘルスチ

ェックのアプリやカウンセリング支援のアプリなどでは、ユーザが継続して使用したいと思えるもの

は少なかった。このことから、社会実装では、スマホアプリを使ったAIとの自然な対話を通してスト

レス検出できるものが望ましいと考えた。 

本研究で構築した学習データや知見、および構築したプロトタイプシステムを社会実装に向け

て実証実験を行い、その有効性を早い段階で明らかにすることが必要である。今後、アルゴリズ

ムを高度化するとともに、企業などと手を組んでアプリケーションの実用化を目指して取り組んで

いくために引き続き実証実験を進めていく。本研究の実証実験と社会実装がある一定の成果を達

成できれば、未病段階でストレスに自分で気づくことができる人が増え、重病化する前にセルフケ

アしたり他者（上司や家族）に相談できる体制を整える契機にもつながると展望している。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 研究代表者は，これまで感性情報処理や感性ロボティクス，対話ロボットとAIを活用した生活習

慣分析などの研究に取り組んできた。教育においても，データマイニングやソフトウェア工学，情

報科学入門などの情報工学，データサイエンス，人工知能に関わる講義、また、外部の機械学習

関係のセミナー講師などを複数担当している。今回の研究の前身として，2022年に，NEDOの若

サポ事業において，これまでに開発したマルチモーダル感情認識技術を活用し，オンラインカウン

セリング時のマルチモーダル情報に基づき，リモートワーカーのストレス状態を検出するモデルを

開発する研究を行った。この研究で得られた知見として，ストレス状態というあいまいなものを認

識するためには，初期のデータセットの開発をいかに行うかが最も重要であるということであった。

本事業では，主に未病の健常者のデータを得ることに注力したが，医学部との共同研究でもある

ため，様々な医学的な立場からの助言およびデータセット構築・分析のノウハウ共有ができたた

め，今後のマルチモーダルメンタル状態認識の研究進展につながる貴重な事業となった。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

マルチモーダルうつデータセット（非公開） 

 リンク先の論文内でデータセットの構築法等を示している： 

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_dir/C4-1.pdf 

 うつデータセットの前処理・特徴抽出・分析プログラム： 

https://github.com/A2TokushimaUniv/multimodal_depression_interview_analysis 

 



 面談データに対するうつ分類モデル学習プログラム： 

https://github.com/A2TokushimaUniv/DepMamba_interview 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

 マルチモーダルカウンセリングコーパス向け感情解析プログラム： 

   https://github.com/Kmatsu-tokudai/EmotionClassification_for_Counseling 

 データセットのマルチモーダル特徴抽出プログラム： 

https://github.com/Kmatsu-tokudai/multimodal_feature_extraction 
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担 当 部 署： 高信頼マルチモーダル感性知能と知識工学研究室（コウシンライマルチモー

ダルカンセイチノウトチシキコウガクケンキュウシツ） 

E - m a i l： matumoto@is.tokushima-u.ac.jp 

U R L： https://www-a2.is.tokushima-u.ac.jp/home 


